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今後の展開

Na-Fe系酸化物のCO2回収速度向上、回収エネルギー低減

Na-Fe系酸化物成形体の量産実証プラント建設と実証

CO2回収実証試験（戸田工業内）における性能実証

排熱利用型CO2分離回収装置の標準モデル機設計

商用機におけるCO2回収コストの試算

課題と今後の取り組み

実用化・事業化の見通し

2027年度中に、CO2回収装置の商用初号機(想定CO2回収量：10ton-CO2/day)の
事業化を目指す

2026年度末までに、200ton/年のNa-Fe系酸化物の生産体制を構築する


